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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

会期　３月10日～15日

平成
28年

第１回 定 例 会

　

平
成
二
十
八
年
第
一
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
三
月
十
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
七
日
ま
で
の
八
日

間
と
定
め
、
開
会
初
日
十
日
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
と
村
長
か
ら
の
行
政
報
告
、
教
育
長
職
務
代
理
者
か
ら

教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
提
出
さ
れ
た
議
案
三
十
三
件
（
条
例
の
制
定
・
改
正
等
二
十
一
件
・
平
成

二
十
七
年
度
補
正
予
算
六
件
・
平
成
二
十
八
年
度
新
年
度
予
算
六
件
）
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
全
員
構

成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
内
容
審
査
を
付
託
し
た
後
、
延
会
と
し
ま
し
た
。

　

十
一
日
は
、
議
案
等
調
査
の
た
め
、
休
会
と
し
ま
し
た
。

　

十
四
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
質
問
終
了
後
引
き
続
き
、
新
年
度
予
算
を
除
く
議
案
二
十
七
件
を
審
議

採
決
し
ま
し
た
。

　

十
五
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
新
年
度
予
算
六
件
を
慎
重
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
す
る
も
の
と
決
定
し
、
予
算
特
別
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
終
了
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
内
容
に
つ
い
て
の
委
員
長
報

告
が
あ
っ
た
後
、
新
年
度
予
算
六
件
を
原
案
通
り
可
決
し
、
会
期
を
二
日
残
し
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

平成28年度 各会計予算を議決
  ６会計の予算総額 45億3,495.4万円

平成28年度　各会計予算額

会 計 名 予 算 額
前年度
対　比

一 般 会 計 39億8,000  万円  1.1％増

国民健康保険
特 別 会 計

　　8,307.5万円  7.6％減

簡易水道事業
特 別 会 計

2,728.6万円 49.0％減

集落排水事業
特 別 会 計

4,726.3万円 2.2％減

公共下水道事業
特 別 会 計

３億7,010.3万円 14.4％増

後期高齢者医療
特 別 会 計

2,722.7万円 2.0％減

合　　計 45億3,495.4万円 1.2％増
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審

議

し

た

議

案

・
村
道
認
定
に
つ
い
て
 …
…
…
…
原
案
可
決

　

茅
沼
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
及
び
外
構
工
事

の
実
施
に
よ
り
新
た
に
で
き
た
道
路
を
村
道

に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
・
村
道
路
線
の
変
更
認
定
に
つ
い
て
 …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

茅
沼
小
沢
通
線
・
有
戸
山
の
上
通
線
・
盃

学
校
通
線
の
三
路
線
に
つ
い
て
、
工
事
並
び

に
地
籍
調
査
に
よ
り
路
線
延
長
に
変
更
が
生

じ
た
た
め
の
認
定
変
更
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
泊
村
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

職
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
明
確
に
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
及
び
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
泊
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

新
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
よ
り
、
旧

法
で
記
載
さ
れ
て
い
る
各
条
例
の
内
容
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
訂
正
等
が
生
じ
た

た
め
の
条
例
改
正
で
す

　
・
泊
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
並
び
に
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
泊
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

国
家
公
務
員
法
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
、
職
員
の
月
例
給
と
ボ
ー
ナ
ス
の
引
上
げ

の
給
与
改
正
と
特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
お

い
て
も
、
同
様
に
「
期
末
手
当
」
の
支
給
月

数
の
引
上
げ
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。

・
泊
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　

　

人
事
評
価
制
度
導
入
等
に
伴
い
、
地
方
公

務
員
法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
条

例
の
改
正
が
生
じ
た
た
め
の
条
例
改
正
で

す
。

　
・
泊
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
例
の
改
正
に
よ

り
、
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

と
、国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
よ
り
、

所
得
判
定
基
準
を
改
正
す
る
こ
と
か
ら
条
例

の
改
正
の
改
正
が
生
じ
た
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。

・
泊
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

平
成
二
十
七
年
度
で
、
五
年
間
の
時
限
立

法
で
あ
り
ま
す
水
道
料
金
の
軽
減
措
置
が
終

了
致
し
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
を
検
討
中
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
措
置
を
一
年
間
、
延

長
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

・
泊
村
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

「
中
国
残
留
邦
人
等
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
中
国
残
留
法
人
に
対
し
て
居

住
の
安
定
を
図
る
べ
く
必
要
な
施
策
を
と
る

こ
と
、
及
び
地
方
税
法
に
お
け
る
延
滞
金
の

見
直
し
に
よ
る
延
滞
金
算
出
に
用
い
る
割
合

の
変
更
で
、
条
例
の
改
正
が
生
じ
た
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

・
泊
村
村
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

・
泊
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

地
方
税
法
に
お
け
る
延
滞
金
の
見
直
し
に

よ
る
延
滞
金
算
出
に
用
い
る
割
合
の
変
更

で
、
条
例
の
改
正
が
生
じ
た
た
め
の
条
例
改

正
で
す
。

　
　・

後
志
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
す
る
規

約
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

後
志
広
域
連
合
が
行
う
共
同
事
務
に
関
す

る
町
村
経
費
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
の
規
約

の
変
更
で
す
。

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正
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・
平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）
 …
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
、
〇
四
〇
千
円

を
減
額
し
、
総
額
三
、
九
四
五
、
二
七
七
千
円

と
し
ま
し
た
。

歳
入
の
お
も
な
も
の

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費

補
助
金　

 

六
、
三
九
八
千
円
の
増

地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
補
助
金 

五
、
一
五
〇
千
円
の
増

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金(

住
宅)

 

五
、
三
六
四
千
円
の
減

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金(

住
宅)

 

四
、
五
一
七
千
円
の
減

土
地
開
発
基
金
繰
入
金

 

一
九
、
一
三
五
千
円
の
減

地
域
振
興
基
金
繰
入
金

 

九
、
九
三
〇
千
円
の
減

歳
出
の
お
も
な
も
の

財
政
調
整
基
金
積
立
金

 

三
四
、
六
〇
〇
千
円
の
減

各
特
別
会
計
繰
出
金

 

五
四
、
二
七
六
千
円
の
減

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靭
化
対
策
工
事

 

一
〇
二
、
四
八
一
千
円
の
増

北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会
負
担

金 

二
三
、
七
五
六
千
円
の
増

老
人
保
護
措
置
費　

 

十
二
、五
八
五
千
円
の
減

岩
内
地
方
衛
生
組
合
塵
芥
処
理
負
担
金

 

三
三
、七
七
三
千
円
の
増

村
道
除
排
雪
委
託
料

 

三
五
、〇
〇
〇
千
円
の
増

公
有
財
産
購
入
費

 

一
九
、一
三
五
千
円
の
減

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
） …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
、
三
〇
一
千
円
を

減
額
し
、
総
額
三
、
八
〇
、五
六
二
千
円
と
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） …
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
、
二
四
〇
千
円
を

減
額
し
、
総
額
四
四
、
八
三
〇
千
円
と
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
） …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
、
〇
九
〇
千
円
を

減
額
し
、
総
額
六
二
、
九
七
六
千
円
と
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
、
九
六
九
千
円
を

減
額
し
、　

総
額
三
〇
五
、八
六
九
千
円
と
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
予

算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

歳
入
歳
出 

三
九
億
八
千
万
円

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

歳
入
歳
出 

八
三
、〇
七
五
千
円

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

歳
入
歳
出 

二
七
、二
八
六
千
円

　
　平

成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

歳
入
歳
出 

四
七
、二
六
三
千
円

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
原
案
可
決

歳
入
歳
出 

三
七
〇
、
一
〇
三
千
円

平
成
二
十
八
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　
　
　
　

歳
入
歳
出 

二
七
、二
二
七
千
円

補

正

予

算

新
年
度
予
算

お　願　いお　願　い
行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。



5

と　ま　り　議　会　だ　よ　り

牧

野

村

長

 

大
橋　

芳
之 

議
員

　

□
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

　

□
入
所
基
準
変
更
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

要
介
護
一
・
二
の
方
の
対
応
に
つ
い
て

 

梅
庭　

英
良 

議
員

　

□
副
村
長
と
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

□
泊
村
の
墓
地
（
土
地
）
に
つ
い
て

一 般 質 問
　

こ
の
制
度
は
、
地
方
間
格
差
や
か
つ
て
過

疎
な
ど
に
よ
る
税
収
の
減
少
に
悩
む
自
治
体

に
対
し
て
、
格
差
是
正
を
推
進
す
る
た
め
、

二
〇
〇
八
年
、
平
成
二
十
年
に
第
一
次
安
倍

政
権
の
時
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
い
、
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
納
税
と
い
う
寄
付
を

し
て
貢
献
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
は
、
寄
附
金
控

除
額
の
上
限
が
二
倍
に
拡
大
し
、
四
月
か
ら

は
、
確
定
申
告
不
要
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
が
開
始
さ
れ
、
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る

制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

泊
村
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
主
財
源
の
増
加
は
も

と
よ
り
、
地
元
特
産
品
の
消
費
拡
大
や
産
業
・

観
光
の
振
興
に
も
波
及
効
果
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

泊
村
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
事
業
と
し

て
、
条
例
等
を
つ
く
り
、
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
い
う
の
は
、
今
、

大
橋
議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、

平
成
二
十
年
の
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
て
、

そ
れ
な
り
に
町
村
自
治
体
と
し
て
は
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
、
貢
献
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
自
治
体

に
対
す
る
ふ
る
さ
と
と
い
う
形
で
貢
献
し
た

い
、
さ
ら
に
は
、
自
治
体
に
応
援
し
た
い
と

い
う
納
税
者
の
思
い
で
、
こ
の
趣
旨
が
な
っ

て
い
る
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
全
国
的
に
、
各
自
治

体
は
、
こ
の
制
度
を
実
施
し
、
寄
付
の
件
数

や
金
額
に
つ
い
て
は
、
増
額
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
自
治
体
の
中
で
、交
流
人
口
は
じ
め
、

地
域
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う

形
の
中
で
、
特
に
、
地
場
産
業
の
振
興
に
繋

が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
重
要
視
し
て
、
本
村
で
は
、

こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
、泊
村
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

い
う
形
の
中
で
、
ま
た
総
合
戦
略
の
中
で
、

こ
の
事
業
に
つ
い
て
位
置
づ
け
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
の
趣
旨
に
基
づ
い

て
、
村
と
し
て
も
、
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
と
っ
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
な
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

反
面
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
高
市
総
務
大

臣
が
、
苦
言
を
申
し
て
い
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
制
度
自
体
実
施
し
て

い
る
状
況
の
中
で
、
寄
付
に
対
す
る
と
こ
ろ

の
返
礼
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
、
特
産
品
を

贈
呈
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
逆
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
か
ら

逸
脱
し
た
よ
う
な
形
で
、
高
価
な
返
礼
品
や

そ
れ
な
り
の
寄
付
金
で
、
高
い
物
を
贈
呈
す

る
と
い
う
な
、
そ
う
い
う
問
題
が
生
じ
た
り

し
て
、
税
法
上
に
い
ろ
い
ろ
と
苦
慮
し
て
い

る
と
い
う
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
高
市
総
務
大
臣
は
苦

言
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ご
承
知

の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
志
管
内
で
も
六
町
村
が
、
こ
の

制
度
を
用
い
て
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私
ど

も
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
条
例
化
実

施
す
る
に
向
け
て
、
全
国
の
実
態
を
き
ち
ん

と
調
査
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
な
と
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
村
長
の
方
か
ら
、
こ
の
制
度
は
、

泊
村
と
し
て
は
、
総
合
戦
略
の
事
業
の
位
置

づ
け
と
し
て
考
え
て
い
る
と
。
そ
し
て
、
実

施
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
と
い
う

力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
解
釈
を
し
て

お
り
ま
す
。

大
橋　

芳
之 

議
員

 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

 

の
活
用
に
つ
い
て

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）
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そ
れ
で
、
実
施
に
当
た
り
ま
し
て
、
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
こ

と
を
自
分
な
り
に
考
え
て
み
た
ん
で
す
が
、

三
つ
程
挙
げ
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
自
主

財
源
の
確
保
、
あ
る
い
は
税
収
の
増
加
と
い

う
部
分
が
大
き
い
の
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
泊
村
の
現
時
点
の
状
況
を
考
え
ま
す

と
、
原
発
に
関
わ
る
固
定
資
産
税
、
あ
る
い

は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
入
り
ま

し
て
、
税
収
の
六
割
か
ら
七
割
を
賄
っ
て
い

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
面
で
考

え
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
税
収
の
増
加
と
い
う

部
分
で
は
力
が
入
ら
な
い
の
か
な
と
い
う
思

い
は
あ
る
ん
で
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
将

来
の
税
収
の
先
細
り
と
い
う
こ
と
は
、
当
然

考
え
ら
れ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
か

ら
、
こ
の
自
主
財
源
の
確
保
の
一
つ
の
手
段

と
し
て
、
私
は
、
必
要
な
制
度
で
は
な
い
か

と
、
こ
の
よ
う
に
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
や
は
り
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
に
、
特
産
品
や
あ
る
い
は
加
工
品
を
贈
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
産
品
の
消
費
拡
大
が

図
ら
れ
、
そ
し
て
、
ま
た
ち
ょ
っ
と
考
え
方

を
変
え
ま
す
と
、
そ
う
い
う
特
産
品
・
加
工

品
ば
か
り
で
は
な
く
て
、
泊
村
に
は
、
豊
か

な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
夏
場
に
は
、
す
ば
ら

し
い
夕
日
が
見
れ
る
訳
で
す
よ
ね
。
そ
う
い

う
自
然
と
宿
泊
と
い
う
も
の
を
タ
イ
ア
ッ
プ

し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
方
に
、
旅
館
組
合
の

宿
泊
券
を
送
っ
て
、
「
ど
う
ぞ
泊
村
で
ゆ
っ

く
り
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
、
一
日
を
過
ご
し

て
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
よ
う
な

提
案
も
で
き
る
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
そ
れ
に
プ

ラ
ス
す
れ
ば
、
尚
且
つ
、
す
ば
ら
し
い
施
設

が
あ
る
訳
で
す
よ
ね
。
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、

そ
れ
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
、

鰊
御
殿
こ
う
い
う
も
の
も
、
さ
ら
に
、
そ
う

い
う
観
光
と
結
び
合
わ
し
て
、
活
用
し
て
い

く
っ
て
い
う
方
法
も
、
大
い
に
私
は
考
え
ら

れ
る
ん
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
寄
付
を
募
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

魅
力
あ
る
も
の
で
な
い
と
、
や
は
り
寄
付
も

集
ま
っ
て
来
な
い
と
私
は
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
、
役
場
庁
内

の
中
の
若
い
方
の
、
こ
の
豊
か
な
企
画
力
と

か
、
政
策
力
が
、
そ
の
制
度
に
活
用
で
き
る

ん
で
な
い
か
な
と
こ
の
よ
う
に
、
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
村
長
は
、
現
時
点
で
、
こ

の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
や
実
施
し
た
場
合
の
効

果
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
、
考

え
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
程
、
大
橋
議
員
さ
ん
か
ら
お
答
え
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
ご
承
知
の
と
お
り
、
私

ど
も
の
方
は
、
自
主
財
源
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
な
か
な
か
、
今
、
予
算
を
見
て
い
た

だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

税
収
が
少
な
い
と
い
う
形
の
中
で
、
特
定
財

源
の
収
入
を
得
て
、
今
日
ま
で
来
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
や
は
り
一
般
財
源
的
な

形
の
も
の
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
ど
こ
の
町
村
も
難
し
い
訳
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用

し
て
、
村
の
一
般
財
源
の
増
を
図
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
今
、
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
村

の
消
費
拡
大
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
特
に
、

水
産
業
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
特
産
品
を
目
玉

と
し
た
中
で
、
そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
販
売

す
る
と
、
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
、
加
工
と

い
う
も
の
も
含
め
た
中
で
、
重
要
視
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
施
策
も
、
当

然
、
早
々
に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
れ
に
も
、
漁
業
協
同
組
合
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
と
い
う
よ
う
な
形
に
な
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
村
の
場
合
は
、
夕
日
が
ち
ょ
う

ど
海
面
に
沈
む
と
い
う
な
状
態
の
美
し
い
景

観
を
持
っ
て
い
る
土
地
柄
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
自
然
の
環
境
、
特
に
、
ま
た
歴
史
的
建

造
物
と
い
う
こ
と
で
、
鰊
御
殿
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
昔
か
ら
ご
承
知
の
と
お
り
、
茅
沼

炭
鉱
が
最
古
の
炭
鉱
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
、
そ
れ
に
関
わ
る
歴
史
的
な
Ｐ
Ｒ
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
た
り
し

ま
し
て
、
職
員
の
力
量
を
発
揮
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
は
、
当
然
な
訳
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
そ
う
い
う
面
も
含
め
て
、
逆
に
言
え

ば
、
職
員
の
意
識
も
高
ま
る
の
か
な
と
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
中
で
、
こ
の
制
度
を
い

か
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
村
を
進
め
て
行
く
か

と
い
う
こ
と
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

前
向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
余
り
こ
れ
以
上
の
質
問
は
い

た
し
ま
せ
ん
が
、
参
考
ま
で
に
、
今
、
北
海

道
で
一
番
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
寄
付
を
集

め
て
い
る
町
村
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
金
額
を
集

め
て
い
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
調
べ
て

み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
上
士
幌
町
っ
て
い
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
熱
気
球
で
有
名
な
所
で
す
が
、

八
月
に
北
海
道
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
い
う
の
が
開
か
れ
た
り
す
る
所
で
、
そ
う

い
う
話
を
聞
く
と
、
大
体
あ
そ
こ
の
町
だ

な
っ
て
い
う
の
は
、
想
像
つ
く
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
は
、
人
口
が
四
、
九
〇
〇
人
余

り
の
町
で
す
。

　

そ
こ
で
、
年
間
ど
れ
ぐ
ら
い
の
金
額
を

集
め
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
十
億

集
め
て
い
る
ん
で
す
よ
。
町
の
税
収
は
、

六
億
四
、〇
〇
〇
万
で
す
。そ
れ
の
一
・
五
倍
、

遥
か
に
超
え
る
額
を
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

活
用
し
て
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
然
、
他
の
町
村
と
は
変
わ
っ
た
や
り
方

を
し
て
お
り
ま
し
て
、
何
点
か
参
考
ま
で
に

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）
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申
し
ま
す
が
、
Ｉ
Ｔ
情
報
担
当
部
を
そ
れ
を

専
門
に
や
る
部
署
を
ま
ず
作
っ
た
と
い
う
こ

と
が
ま
ず
一
つ
で
す
。

　

次
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
て
、
今
、
若
者
が
よ
く
利
用
し
ま
す

ラ
イ
ン
と
か
、
ス
マ
ホ
・
携
帯
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

あ
と
全
国
的
に
や
っ
て
お
り
ま
す
、
ふ
る

さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
に
も
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
四
点
目
と
し
て
、
こ
れ
は
、
泊
村

も
参
考
に
し
て
も
良
い
の
で
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
が
、
特
産
品
を
開
発
す
る
た
め
に
、

生
産
者
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、
官
民
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
相
乗
効
果
を
生
ん
で
十
億

と
い
う
お
金
を
集
め
て
い
る
の
か
な
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
の
村
長
の
話
の
中
に
あ
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
こ
の
寄
付
に
対
す
る
謝
礼
競
争
が
激

化
し
ま
し
て
、
本
来
の
意
味
合
い
を
失
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
総
務
省
の
方
か
ら
自

粛
を
す
る
よ
う
に
と
要
請
も
出
て
い
る
の
も

事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
各
自
治
体
も
、
い
ろ
い
ろ

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
来
て
い
る
訳
で
、
例

え
ば
、
特
産
品
と
か
加
工
品
を
贈
る
ば
か
り

で
は
な
く
て
、
歴
史
の
あ
る
町
並
み
の
保
全

の
た
め
と
か
、
あ
る
い
は
、
自
然
環
境
の
保

護
の
た
め
と
か
、
あ
る
い
は
、
将
来
そ
の
土

地
に
住
ん
で
み
た
い
と
い
う
ふ
う
な
趣
旨
の

も
と
に
寄
付
を
募
る
と
い
う
ふ
う
に
、
す
ご

く
各
自
治
体
も
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
て
寄
付
を
集
め
て
来
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
田
舎
に
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
時
代
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
先
程
も
言
い

ま
し
た
よ
う
に
、
想
像
力
や
企
画
力
を
発
揮

す
れ
ば
、
地
方
に
い
て
も
、
い
く
ら
で
も
寄

付
を
集
め
ら
れ
る
と
い
う
時
代
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
、
泊
村
の
魅
力
の
あ
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
施
に
向
け
て
期
待
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
質
問
は
終
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

要
介
護
三
の
方
は
二
十
三
名
、
要
介
護
二
の

方
は
、
三
名
、
そ
れ
か
ら
、
要
介
護
一
の

方
は
一
名
、
上
か
ら
い
き
ま
す
と
十
八
名
、

十
四
名
、
二
十
三
名
、
三
名
、
一
名
と
い
う

形
で
、
五
十
九
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
こ
の
内
、
村
内
の
方
々
は

二
十
七
名
で
、
村
外
か
ら
入
所
し
て
い
る
方

は
三
十
二
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
待
機
者
の
方
で
す
け
れ
ど
も
、

五
十
四
名
お
り
ま
す
。
待
機
者
は
、
要
介
護

五
が
三
名
、
要
介
護
四
が
十
一
名
、
要
介
護

三
が
十
三
名
、
要
介
護
二
が
十
二
名
、
要
介

護
一
が
十
五
名
と
い
う
こ
と
で
、
五
十
四
名

の
待
機
者
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
内

泊
村
の
方
は
十
一
名
待
機
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
れ
と
、
二
番
目
の
高
齢
化
に
伴
い
、
今

後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
を
伴
っ
た
要

介
護
一
・
二
の
方
に
対
応
す
る
と
い
う
考
え

方
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
知

症
の
方
と
い
う
の
は
、
在
宅
で
の
介
護
は
厳

し
い
、
こ
れ
は
、
も
う
当
然
の
状
態
に
あ
り
、

大
変
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
も
困
難
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
在
宅
が
困
難
で
、
緊
急
性
の
あ
り

得
る
場
合
に
は
、
大
変
申
し
訳
な
い
で
す
け

れ
ど
も
、
村
と
し
て
も
、
近
隣
の
町
村
の
高

齢
者
福
祉
施
設
や
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し

た
地
域
密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
進

め
て
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋　

芳
之 

議
員

　

入
所
基
準
変
更
に
伴
う
要
介
護

　
　
　

一
・
二
の
方
の
対
応
に
つ
い
て

　

入
所
基
準
変
更
に
伴
う
要
介
護
一
・
二
の

方
の
対
応
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
介
護

保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
十
七
年
か

ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
は
、
よ
り

介
護
の
必
要
性
の
高
い
要
介
護
三
以
上
で
な

い
と
入
所
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
一
・
二
の
方

に
つ
い
て
は
、
入
所
で
き
な
く
な
り
、
自
宅

で
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
に
と
っ

て
、
負
担
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

一　

本
村
の
特
別
養
護
に
入
所
さ
れ
て
い

　
　

る
方
の
介
護
度
別
の
人
数
及
び
待
機
人

　
　

数
の
状
況
に
つ
い
て　

　

二　

高
齢
化
に
伴
い
、
今
後
増
加
が
予
想

　
　

さ
れ
る
認
知
症
を
伴
っ
た
要
介
護
一
・

　
　

二
の
方
の
対
応
に
つ
い
て
、
村
長
の
お

　
　

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

入
所
基
準
変
更
に
伴
う
要
介
護
一
・
二
の

方
の
対
応
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
二
点

程
ご
質
問
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
介
護
保
険
法
が
平
成
二
十
七
年
の
四

月
か
ら
改
正
さ
れ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
に

一
と
二
の
方
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

入
所
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
、
入
所
者
と
い
う
こ
と
で
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
別
の
人
数
、
全
部

で
五
十
九
名
お
り
ま
す
。

　

上
の
方
か
ら
言
い
ま
す
と
、
要
介
護
五
の

方
は
十
八
名
、
要
介
護
四
の
方
は
十
四
名
、



8

と　ま　り　議　会　だ　よ　り
　

制
度
が
、
去
年
の
四
月
に
変
わ
っ
た
訳
で

す
が
、
そ
の
前
に
、
既
に
入
所
さ
れ
て
い
ま

し
た
介
護
一
・
二
の
方
は
、
当
然
な
が
ら
、

引
き
続
き
そ
の
ま
ま
入
所
で
き
ま
す
よ
と
い

う
こ
と
は
、
変
わ
ら
な
い
で
す
が
、
問
題
は
、

待
機
し
て
い
る
介
護
一
・
二
の
現
在
で
言
い

ま
す
と
二
十
七
名
の
方
、
こ
の
方
が
、
今
ま

で
で
す
と
入
れ
た
も
の
が
入
れ
な
い
と
い

う
状
況
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、

じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
や
っ
ぱ
り
村
と
し
て
も
、
考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
訳
で
あ
り
ま

し
て
、
一
つ
は
、
在
宅
介
護
と
い
う
方
が
、

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
か
な
と
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
村
で
利
用
で
き
る
制
度

と
し
て
は
、
ど
う
い
う
の
が
あ
る
か
と
申
し

ま
す
と
、
訪
問
介
護
、
あ
る
い
は
、
訪
問
看

護
で
す
か
、
そ
し
て
、
も
し
動
け
る
方
で
あ

れ
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
か
、
あ
る

い
は
、
短
期
間
の
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

事
業
、
こ
れ
は
、
村
が
独
自
で
や
っ
て
い
る

事
業
で
す
け
ど
も
、
ま
ず
、
そ
う
い
う
も
の

を
利
用
し
て
、
在
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
基
本
か
な
と
い
う
の
が
ま
ず

一
つ
で
す
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

て
も
、
当
然
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
痴
呆
も

進
ん
で
き
た
り
と
い
う
こ
と
も
、
当
然
考
え

ら
れ
る
訳
で
、
村
長
の
話
の
中
に
は
、
出
て

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
一
・
二

の
方
は
入
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
特
例
の
措

置
を
使
え
ば
入
居
で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ

る
訳
で
す
。

　

特
例
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
の
か
と
言

い
ま
す
と
、
認
知
症
が
進
ん
で
重
度
に
な
っ

た
場
合
、
あ
る
い
は
、
見
守
っ
て
い
る
家
族

に
よ
る
虐
待
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
特
例
制

度
が
あ
り
ま
し
て
、
原
則
的
に
は
一
・
二
の

方
は
入
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
入
所
で
き
ま
す

よ
と
い
う
制
度
が
あ
る
訳
で
す
が
、
村
長
の

答
弁
の
中
で
は
、
村
内
の
施
設
に
入
れ
る
方

法
と
い
う
の
は
、
一
切
出
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

あ
く
ま
で
も
、
近
隣
の
施
設
に
入
っ
て
も

ら
う
と
い
う
内
容
の
答
弁
で
し
た
が
、
私
は

逆
に
、
特
例
を
使
え
ば
入
れ
る
の
に
、
ど
う

し
て
そ
う
い
う
話
が
出
て
来
な
い
か
な
と
、

素
直
に
疑
問
に
思
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
別
な
観
点
か
ら
、
今

現
在
の
老
人
ホ
ー
ム
の
状
況
考
え
ま
す
と
、

人
数
的
に
い
っ
ぱ
い
な
の
か
な
と
。
特
例
の

制
度
を
使
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
、
施
設
の
中

に
収
容
す
る
の
は
不
可
能
だ
か
ら
と
い
う
意

味
で
、
村
長
は
、
他
町
村
に
お
願
い
し
て
と

い
う
言
葉
が
出
て
来
た
の
か
な
と
。
ま
ず
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
た
ん
で
す
が
、後
で
、

村
長
、
そ
の
辺
ど
う
い
う
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
述
べ
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
い

う
施
設
の
名
前
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
村

長
は
、
本
村
で
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の
必
要

性
っ
て
い
う
の
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
辺
考
え
方
を
お
聞

牧

野

村

長

き
か
せ
下
さ
い
。

　

ま
ず
一
点
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
関
係
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
ぞ
れ
入
所
の
定
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
て
、
特
に
、
特
養
の
場
合
で
す
と
、

六
十
名
定
数
で
、
今
現
在
五
十
九
名
が
入
所

し
て
お
り
、
一
名
減
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
大
体
そ
れ
な
り
の
定
数
に
満
床
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、こ
れ
か
ら
の
将
来
的
な「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
ま
た
、
こ
う
い
う
方
々
が
あ
る

程
度
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
福
祉
政

策
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
は
り
、
こ

れ
か
ら
、
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
策
の
一
つ
の
中
に
あ
る
だ
ろ
う
と
、
こ
の

よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
社
会
福

祉
的
な
法
人
に
お
願
い
す
る
形
を
と
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
難
し
い
な
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
辺
を

捉
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
な
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
が
、こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、

正
に
、
こ
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
い
う

施
設
に
つ
い
て
、
少
し
考
え
て
い
た
だ
け
な

い
の
か
な
と
い
う
思
い
で
問
題
を
提
起
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
、
も
う
既
に
ご
存
じ

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
語
で

言
っ
た
方
が
素
直
に
理
解
で
き
る
ん
で
す
よ

ね
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
、「
地
域
密
着

型
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
施
設
」
長

い
か
ら
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
こ
う
言
っ

て
い
る
訳
で
す
け
ど
も
、
要
す
る
に
、
認
知

症
の
高
齢
者
の
方
々
を
少
人
数
五
人
か
ら
せ

い
ぜ
い
十
人
未
満
の
少
人
数
で
共
同
生
活
を

送
り
な
が
ら
、
認
知
症
の
知
識
を
持
っ
た
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
身
体
介
護
、
そ
れ
か

ら
、
機
能
訓
練
と
か
日
常
の
生
活
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
施
設
な
ん
で
す
が
、
先
程
、

村
長
の
答
弁
の
中
に
、
「
他
所
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
よ

う
な
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
も

ち
ょ
っ
と
調
べ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、「
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
」
は
、
そ
こ
の
町
村
に
住
民
票
が

な
い
方
は
、
入
ら
れ
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
。

　

で
す
か
ら
、
泊
に
痴
呆
の
方
の
高
齢
者
が

い
て
、
そ
う
い
う
受
け
入
れ
の
施
設
が
な
い

か
ら
、
例
え
ば
、「
岩
内
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
入
っ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、

こ
れ
は
、
住
民
票
が
そ
こ
に
な
い
か
ら
、
入

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）
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居
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
村
長
。

　

当
然
、
や
は
り
在
宅
で
、
生
活
さ
れ
て
来

ら
れ
た
高
齢
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
何
と

言
っ
て
も
や
は
り
、
住
み
慣
れ
た
土
地
が
１

番
良
い
訳
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
ら
、
い
く

ら
高
齢
者
に
な
っ
た
、
痴
呆
に
な
っ
た
っ
て

言
っ
て
も
、
そ
こ
を
離
れ
た
く
な
い
と
、
そ

う
い
う
思
い
は
、
大
変
強
い
と
私
は
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

を
村
で
つ
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
民
間
の

力
を
活
用
す
る
の
か
、
そ
の
辺
の
問
題
は
い

ろ
い
ろ
あ
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
将
来

的
に
、
や
は
り
、
泊
村
も
高
齢
化
に
な
っ
て

来
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
、
当
然
、
痴
呆

の
方
も
増
え
る
だ
ろ
う
と
予
想
は
、
推
測
さ

れ
る
訳
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
、
や
は
り
、
地
元
の
町

村
で
、
そ
う
い
う
高
齢
者
を
面
倒
見
る
と
い

う
制
度
が
、
当
然
あ
っ
て
然
る
べ
き
な
の
か

な
と
、
私
は
、
そ
う
思
い
ま
す
が
、
再
度
、

最
後
に
村
長
の
答
弁
を
お
聞
き
し
て
、
質
問

を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

泊
村
に
住
ん
で
い
る
方
に
、
今
ま
で
も
、

長
寿
的
な
形
で
、
お
祝
い
金
差
し
上
げ
た
り
、

ま
た
は
、
敬
老
会
な
ど
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と

た
く
さ
ん
の
方
々
が
、
出
席
さ
れ
て
い
る
状

況
を
見
ま
す
と
、
そ
う
い
う
中
で
、
意
見
を

聞
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は

り
、
泊
で
生
活
し
て
い
て
、
当
然
、
長
く
こ

こ
に
住
ん
で
い
て
、
自
分
も
っ
て
い
う
よ
う

な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
方
が
大
半
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
、

こ
う
い
う
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
的
な
も
の
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
当
然
早
目
に
つ
く
っ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
と
、
こ
の
よ
う

に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
、
議
員
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
地
元
に
い
な
け
れ

ば
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
当
然
で
ご
ざ
い
ま

す
。
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
中
で
、
私
が

聞
い
て
い
る
の
は
、
村
外
の
方
々
は
、
こ
の

施
設
を
つ
く
っ
た
場
合
、
入
れ
る
施
設
が
な

け
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
形
の
手
段
の
中
で
、
住

民
票
を
こ
っ
ち
の
方
に
持
っ
て
来
る
と
い
う

形
を
と
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
ら
辺

が
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
一
旦

親
戚
の
所
に
住
所
を
置
い
て
、
そ
し
て
、
そ

れ
か
ら
お
願
い
す
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
方

な
ど
、
大
変
、
最
近
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も

複
雑
化
し
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
村
と
し
て
も
、
実
態
を
捉
え
な

が
ら
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ら
辺
も
加

味
し
な
が
ら
、
つ
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
介
護
の
専
門
職
員
が
き
ち
ん
と
し
た
中

で
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
も
う
、
養
護
も
特
養
も
同
じ
で
、
そ
う
い

う
こ
と
を
十
分
捉
え
な
が
ら
、村
と
し
て
も
、

ど
う
い
う
形
が
良
い
の
か
、
村
の
政
策
の
中

で
は
、
当
然
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
要
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
年
半
、
副
村
長
不
在
で
す
が
、
何
故
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
教
育
長
の
選
任
も
早
急
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の

見
解
を
求
め
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
副
村
長
、
ま
た
は
、

教
育
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
今
、
不
在
に
な
っ
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、「
ど
う
し
て
選
任
し
て
い
か
な

い
の
か
」
と
い
う
お
答
え
に
つ
い
て
な
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
選
任
に
当
た
っ
て

は
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
自
身
は
、
村

の
職
員
の
中
で
、
副
村
長
の
職
務
の
適
任
者

を
、
そ
れ
は
当
然
、
選
任
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
関
係
の
職
員
に
は
、
お
話
を
申
し
上

げ
て
来
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
部
は
、

「
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、
さ
ら
に

は
、
そ
れ
も
、
そ
う
い
う
お
答
え
も
中
に
は

あ
っ
た
り
し
て
、
北
海
道
の
職
員
と
い
う
方

の
選
任
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
、
私
は
や
は
り
、
村
の
職
員

を
何
と
か
選
任
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
私

の
意
思
の
強
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
岩
宇
地
区
の
中
で
も
、
ど
う

な
の
か
な
と
い
う
こ
と
も
、
検
討
し
て
来
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら

を
含
め
て
、
職
員
も
当
然
、
仕
事
が
や
り
難

い
訳
で
す
か
ら
、
早
く
決
め
て
欲
し
い
と
い

う
お
話
も
聞
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
特
別
職
と
な
る
と
受
け
入
れ
る
時

の
職
員
の
年
齢
、
職
員
の
そ
の
職
務
に
対
す

る
管
掌
、
さ
ら
に
は
、
職
務
の
厳
し
さ
と
い

う
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
に
、
い
ろ
い
ろ
難

し
さ
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
も
し
な
が

ら
、
今
日
を
私
は
迎
え
て
来
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
関
係
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
何
と

か
副
村
長
、
さ
ら
に
は
、
教
育
長
の
選
任
を

今
回
の
議
会
で
提
案
で
き
れ
ば
な
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

牧

野
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梅
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英
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議
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副
村
長
と
教
育
長
の

 

選
任
に
つ
い
て

牧

野

村

長
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適
任
者
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
今
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ら
辺
を

今
回
、
追
加
議
案
で
提
案
で
き
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
形
を
執
っ
て
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
長
も
当
然
、
教
育
行
政
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
辺
を
十

分
考
慮
し
て
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
な
と
こ

の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
一
月
の
村
長
選
、
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
結
果
的
に
は
、
当
選
さ
れ
て
、
そ
し

て
、
三
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
私
一

人
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

副
村
長
は
、
何
故
い
な
い
の
か
。

　

こ
れ
は
、
村
民
皆
様
方
が
い
ろ
い
ろ
と
携

わ
る
中
で
も
聞
か
さ
れ
る
言
葉
で
も
あ
り
ま

す
し
、
そ
し
て
、
不
安
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
も
現
実
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
長
は
、
「
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
村
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
」
、
こ
の
安
心
と
い
う
の
は
、
非
常
に
簡

単
な
言
葉
で
す
け
れ
ど
も
、
大
変
重
苦
し
い
、

そ
し
て
は
ま
た
、
本
当
に
、
安
心
・
安
全
と

い
う
の
は
、
な
か
な
か
口
で
は
言
え
ま
す
け

れ
ど
も
、
不
安
を
与
え
て
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
と
共
に
、
人
は
皆
、
噂
で
は
「
あ
あ
で

も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と
言
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
実
際
は
、
そ
う
い
う
立
場
に
な
る

と
、
自
分
勝
手
な
行
動
を
起
こ
す
、
こ
れ
が

悲
し
い
性
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は

り
、
首
長
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
制
度

が
あ
る
、
三
年
半
副
村
長
が
い
な
い
、
い
ろ

い
ろ
な
内
々
の
職
員
の
方
々
も
、
私
も
こ
の

立
場
な
っ
て
間
も
な
く
一
年
経
ち
ま
す
け
れ

ど
も
、
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
な
と
い
う

の
は
、
日
々
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま

す
か
ら
、
道
内
外
う
ん
ぬ
ん
で
は
な
く
て
、

や
は
り
、
地
元
の
今
い
る
泊
村
の
中
の
職
員

の
中
で
、
今
一
度
ご
検
討
さ
れ
て
、
お
願
い

し
て
み
る
の
も
宜
し
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

切
に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
育
長
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

十
二
月
の
二
十
五
日
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
後
、
今
、
こ
れ
か
ら
、
明
日

は
中
学
校
の
卒
業
式
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
十
八
日
に
小
学
校
の
卒
業
式
。

卒
業
式
が
終
わ
る
と
入
学
式
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
学
校
の
先
生
方
は
、
転

出
・
転
入
、
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か

ら
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
早
急

に
、
焦
っ
て
は
良
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、
た
だ
し
、

そ
の
時
間
を
か
け
る
と
い
う
の
も
、
も
う
時

間
が
あ
る
よ
う
で
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
前
々
の
今
三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
な
訳
で

す
か
ら
、
前
の
こ
と
は
前
の
こ
と
と
し
て
、

反
省
を
し
て
、
一
度
リ
セ
ッ
ト
を
し
な
が
ら
、

新
た
な
気
持
ち
で
、
選
任
を
考
え
て
い
た
だ

い
て
、
前
へ
前
へ
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

梅
庭
英
良
議
員
（
再
質
問
）

思
い
ま
す
が
、
再
度
、
村
長
の
答
弁
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

今
、議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、

や
は
り
、
厳
し
い
こ
う
い
う
情
勢
、
環
境
が

あ
る
が
故
に
、
早
目
に
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
こ
れ
は
も
う
十
分
私

も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
方
向
性
で
、
選
任
で
き
る
形
の

も
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
人
選
し
な
が
ら
進
め

て
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

牧

野
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梅
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泊
村
の
墓
地
（
土
地
）
に
つ
い
て

　

現
在
、
泊
村
に
は
、
堀
株
・
臼
別
・
法
輪

寺
裏
山
・
盃
の
四
カ
所
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
墓
地
も
、
全
て
は
国
有
地
で
あ
り

ま
す
が
、
泊
村
は
、
国
有
地
を
国
か
ら
払
い

下
げ
る
手
続
き
を
何
故
し
な
い
の
か
。
村
長

の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
泊
村
の
場
合
は
、
四

カ
所
、
墓
地
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
堀
株
に
あ
る
大
雄
寺
さ
ん
の
土

地
、
こ
れ
は
、
大
雄
寺
さ
ん
の
土
地
の
場
合

は
、
大
雄
寺
さ
ん
の
所
有
地
の
中
で
、
自
分

の
土
地
を
お
持
ち
な
っ
て
、
墓
地
が
あ
り
ま

し
て
、
国
有
地
は
、
そ
の
付
近
に
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
と
、
茅
沼
、
臼
別
と
い
う
こ
と
で
書

い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
茅
沼
の
墓
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
村
が
、
今
、
管
理
条
例
を

持
っ
て
進
め
て
お
り
ま
し
て
、
墓
地
を
御
作

り
に
な
る
方
々
に
つ
い
て
は
、
村
が
、
そ
の

建
設
許
可
を
し
て
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
、
村
の
土
地
以
外
に
国
有
地
が
あ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
隣
接
す

る
、
や
は
り
、
墓
地
の
建
て
る
所
に
、
一
部

国
有
地
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
つ
目
は
、
泊
の
法
輪
寺
の

関
係
の
墓
地
で
す
け
れ
ど
も
、
法
輪
寺
の
裏

牧

野
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堀
株
の
大
雄
寺
さ
ん
の
所
は
、
大
雄
寺
さ

ん
の
所
有
と
い
う
ふ
う
に
答
弁
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
あ
と
は
、
茅
沼
、
今
現
在
の
臼
別

の
所
は
、
一
部
村
が
買
い
上
げ
て
管
理
し
て

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

全
部
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。今
現
在
は
、

火
葬
場
の
所
は
、
村
が
ち
ゃ
ん
と
土
地
を
確

保
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
火
葬
場
の
建

て
替
え
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
横

の
方
に
つ
い
て
は
、国
有
地
に
な
る
。
何
故
、

私
が
そ
れ
に
拘
る
か
と
言
う
と
、
今
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
、
も
う
こ
の
国

有
地
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
き
ち
ん
と

管
理
す
る
に
は
、
市
町
村
が
窓
口
に
な
っ
て

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
制
度
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
泊
村
以
外
の

他
町
村
に
つ
い
て
は
、
全
て
は
、
住
民
福
祉

課
が
窓
口
に
な
っ
て
き
ち
ん
と
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
区
画
整
備
か
ら
き
ち
ん
と
し
て

や
っ
て
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
故
、

そ
れ
が
、
泊
が
で
き
な
い
の
か
っ
て
い
う
の

が
、
私
は
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

だ
か
ら
、
こ
う
い
う
議
員
に
な
っ
て
、
こ

う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
盃
の
例
で
言
い
ま
す
と
無

縁
仏
さ
ん
の
お
骨
が
、か
な
り
あ
る
ん
で
す
。

以
前
、
も
う
二
十
年
位
前
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
以
前
に
は
、
盃
に
も
火
葬
場
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

そ
の
火
葬
場
の
後
に
、
そ
の
無
縁
仏
を
全

部
供
養
し
な
が
ら
、
無
縁
塔
と
い
う
こ
と
で

作
れ
な
い
か
と
い
う
、
あ
る
人
か
ら
の
提
案

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
調
べ
た

と
こ
ろ
、
国
有
地
の
中
で
は
無
縁
仏
は
、
全

部
改
修
し
て
、
供
養
す
る
と
い
う
こ
と
の
墓

碑
と
い
う
、
そ
う
い
う
も
の
を
建
て
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
国
の
方
針
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、ち
ゃ
ん
と
し
た
宗
教
法
人
な
り
、

何
ら
か
の
そ
の
墓
地
管
理
と
い
う
管
理
者
の

銘
々
が
な
さ
れ
て
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ

は
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
の
時
点
で
は
、
も
う
無
理
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
国
の
制
度
か
ら
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ

私
も
財
務
局
に
行
っ
て
調
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
村
が
、
国
有
地
を
そ
の
墓
地
に

つ
い
て
は
、
払
い
下
げ
の
手
続
き
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
売
り
ま
す
よ
と
言
っ
て

お
り
ま
し
た
か
ら
、
だ
か
ら
、
ま
た
調
べ
て

い
た
だ
い
て
、
早
急
に
そ
う
い
う
手
続
き
を

し
て
い
だ
け
れ
ば
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
、
そ
う
い
う
今
、
こ
の

過
疎
地
帯
に
な
っ
て
い
る
人
口
が
減
っ
て
る

中
で
も
、
墓
は
、
ず
ん
ず
ん
と
増
え
て
来
る

ん
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
人
口
が
減
っ
て

も
墓
が
増
え
る
と
い
う
、
そ
の
中
で
も
、
そ

の
維
持
管
理
す
る
そ
の
土
地
が
、
お
骨
が
逆

に
、
田
舎
か
ら
都
会
の
方
に
、
子
供
さ
ん
の

都
合
で
、
お
骨
も
引
っ
越
し
し
な
き
ゃ
な
ら

山
の
方
に
は
、
多
く
の
墓
地
が
建
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
土
地
は
、
全
て
国
有

地
内
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
議
員
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

土
地
の
隣
接
し
て
い
る
所
で
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
国
有

地
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
今
、
お
話
し
た
四
件
の
内

の
堀
株
以
外
が
国
有
地
の
中
に
あ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
の
か
な
と
こ
の
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昔
を
遡
っ
て
、
私
ど
も
も
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
堀
株
は
、

大
雄
寺
さ
ん
の
方
で
、
お
持
ち
な
っ
て
る
土

地
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
外
の
茅

沼
の
墓
地
、
そ
し
て
、
茅
沼
の
墓
地
は
、
今
、

村
が
管
理
し
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

あ
と
は
泊
と
盃
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、
昔
を

遡
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
名
で
、
明
治
の

代
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
明
治
二
十
四

年
四
月
十
日
に
、
泊
の
墓
地
で
塚
本
さ
ん
と

い
う
方
が
、
そ
の
土
地
を
利
用
し
て
、
そ
し

て
、
尚
且
つ
許
可
を
与
え
て
い
た
と
い
う
、

そ
う
い
う
形
で
保
健
所
に
届
け
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
盃
は
、
長
尾
さ
ん
と
い
う
方

が
、
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
に
、
や

は
り
同
じ
形
で
、
墓
地
の
管
理
を
岩
内
保
健

所
に
許
可
を
受
け
て
、
墓
地
の
建
設
を
許
可

し
た
と
い
う
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
、
村
の
関
係
で
資
料
を
今
調
査

し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
考
え
て
行
く
と
、
今
は
、
も
う
昔
と
違
っ

て
、
こ
う
い
う
物
件
と
い
う
の
は
、
将
来
的

に
も
含
め
て
、
や
は
り
、
個
人
で
と
い
う
よ

り
も
、
檀
家
で
管
理
す
る
と
い
う
状
態
が
良

い
の
か
、
ま
た
は
、
村
が
管
理
し
て
良
い
の

か
と
い
う
の
が
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
言
っ
た
よ
う
な
一

つ
の
昔
の
流
れ
の
中
で
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
責
任
者
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
合

い
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な

と
い
う
の
が
、
一
点
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
私
ど
も
は
や
は
り
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
国
有
地
が
あ
っ

て
、
尚
且
つ
、
自
然
の
災
害
に
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、
や
っ
ぱ
り
見
極

め
も
、
村
と
し
て
は
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
ら
辺
を
考
慮
し
な
が
ら
、今
、

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
、
議
員
さ
ん
の
質
問

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
と
い
う
の
は
、

今
、
北
海
道
で
言
え
ば
北
海
道
財
務
局
に
な

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
と
こ
の
関
係
に

つ
い
て
、
法
律
的
に
も
含
め
た
形
の
中
で
、

こ
れ
ら
の
事
を
解
決
す
る
よ
う
な
形
を
執
っ

て
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
内
容
を
加
味
し
な
が
ら
、
国
有
地
に

つ
い
て
の
こ
と
が
、
こ
れ
が
、
話
し
合
い
の

中
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
検
討
す
る
余
地
も
あ
る
の
か

な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
捉

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

梅
庭
英
良
議
員
（
再
質
問
）
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と
し
て
も
、
共
同
墓
地
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
ら
辺
も
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
上
で
調
査

し
て
、
前
向
き
に
き
ち
ん
と
し
た
形
で
、
結

果
を
残
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
岩
内
地
方
衛
生
組
合
議
会
議
員
選
挙
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
酒
井
元
純
氏
当
選

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
 
…
…
…
原
案
承
認

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
泊
村
税
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正
）
 …
…
…
…
…
…
…
…
原
案
承
認

・
泊
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い

て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
同
意

　

泊
村
教
育
委
員
会
教
育
長
に
森　

和
稔
氏

の
選
任
が
、満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）
 …
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
七
、 

一
三
三
千
円

を
増
額
し
、
総
額
四
、〇
一
二
、四
一
〇
千
円

と
し
ま
し
た
。

歳
入
の
お
も
な
も
の

　

・
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
（
水
産
業
広

　
　

域
連
携
事
業
）　

 

六
七
、一
三
三
千
円
の
増

歳
出
の
お
も
な
も
の

　

・
水
産
広
域
連
携
事
業
積
丹
半
島
地
域
活

　
　

性
化
協
議
会
運
営
費
補
助
金

 

十
三
、八
三
三
千
円
の
増

　
　

ナ
マ
コ
増
殖
事
業
補
助
金

 

五
三
、三
〇
〇
千
円
の
増

な
い
と
い
う
の
が
、
二
年
間
の
中
で
、
盃
の

場
合
は
四
件
程
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
、
管
理
者
と
い
う
墓
地
の
管
理

者
の
欄
の
判
子
を
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

欄
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
所
に
、

判
子
を
押
せ
な
い
状
況
で
、
そ
の
お
骨
を
泊

か
ら
札
幌
の
方
に
移
転
手
続
き
と
い
う
こ
と

で
書
類
を
発
行
し
た
時
に
、
そ
の
判
子
を
つ

け
ら
れ
な
く
お
骨
が
納
め
れ
な
い
状
況
が
、

昨
年
あ
っ
た
ん
で
す
。

　

実
際
に
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
う

い
う
管
理
者
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
村
が
、
き

ち
ん
と
調
べ
て
い
た
だ
い
て
、
国
有
地
へ
払

い
下
げ
る
。
こ
れ
は
、
民
間
で
運
営
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
話
で
ご

ざ
い
ま
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
他
町
村
と
同
じ

く
、
泊
村
も
、
そ
の
土
地
の
墓
地
管
理
者
と

い
う
こ
と
の
手
続
き
を
す
る
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ

と
同
時
に
、
環
境
整
備
も
で
き
る
ん
で
は
な

か
ろ
う
か
な
と
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
対
策
だ

と
か
、
い
ろ
ん
な
面
で
も
こ
れ
か
ら
ま
た
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
土
地
も
ち
ゃ
ん
と
管
理
者

が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
後
、
後
に
つ
い
て
は
、

ち
ゃ
ん
と
繋
が
っ
て
行
く
も
の
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
進
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま

す
。
再
度
村
長
の
答
弁
を
願
い
ま
す
。

　

た
だ
今
、
私
も
ご
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
関
係
に
つ
い

て
、
私
も
、
茅
沼
の
方
に
は
、
墓
地
が
段
々

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
、
土
地
を
造
成
さ
せ
て
、
議
員
の
許
可
を

い
た
だ
い
て
、
今
、
整
備
し
、
実
際
に
は
、

墓
地
を
ご
利
用
し
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て

来
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
か
ら
す
る

と
、
当
然
、
村
と
し
て
も
、
国
有
地
と
い
う

も
の
を
早
目
に
財
務
部
と
の
協
議
の
中
で
、

ど
う
い
う
よ
う
な
方
向
で
、
し
た
ら
良
い
か

と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
対
応
す
る

よ
う
な
形
を
と
っ
て
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
は
、
先
祖
代
々
の
歴
史
を
持
っ

た
方
々
が
、
お
眠
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
、
早
目
に
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
と
こ
の
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方

向
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
そ
う
い
う
調
査
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
墓
地
は
、
各
宗
派
が
あ
っ
た

牧

野

村

長

梅
庭
英
良
議
員
（
再
々
質
問
）

平成28年

第
一
回 

臨
時
会

会
期　

二
月
四
日

平成28年

第
二
回 

臨
時
会

会
期　

三
月
二
十
九
日
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「情報・コミュニケーション法（仮称）」の早期制定を求める意見書

　現在の日本社会で情報にアクセスすることやコミュニケーションが自由に取れることは社会生活に欠か

せません。しかし、障がい者、難病の人たち、高齢者やＩＴ機器が使えない、持てない人たち、こうした

人たちに情報を伝え、コミュニケーションをとろうとする側にも適切な福祉施策、人的支援がなければ情

報伝達やコミュニケーションは困難となり、情報のアクセス格差、コミュニケーションに格差が生じてし

まいます。

　こうした格差を解消し、社会全体をバリアフリー化していくためにも必要な配慮や手段を義務化し、実

行することが必要であります。

　障がい者の場合、「障害者権利条約」で障がい者がみずから選択し、みずから決定する事が基本理念と

してうたわれておりますが、情報にアクセスすることやコミュニケーションに困難を持つ、困難を感じる

社会構成員にも、アクセスとコミュニケーションが保障される環境整備が望まれております。

　よって、国においては、以下の事項について、速やかに必要な措置を講ずるよう強く要望致します。

記

１.　障害者基本法第３条に手話が「言語」として定義されていることに基づいて障害者差別解消法や障

　 害者に関する法律において「言語」、「コミュニケーション」、「情報」についての定義、権利規定を明

　 記し、情報・コミュニケーションバリアを持つ社会構成員の基本的人権としてあらゆる場面で情報・

　 コミュニケーションを保障するための法整備を行うこと。

２.　法整備にあたって、情報・コミュニケーション施策の基本となる「情報・コミュニケーション法（仮

　 称）」を制定すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　平成２８年３月１５日 北海道古宇郡泊村議会　

〈提出先〉衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・厚生労働大臣

飲酒運転根絶を宣言する決議

　交通事故のない安全で安心して暮らせる社会の実現は、国民すべての切実な願いであります。

　私たちの生活は、車社会の進展とともに、利便性が向上し、経済的にも豊かさを増しましたが、一方で

被害者、加害者がともに大きな犠牲を払う悲惨な交通事故、中でも一人一人の取り組みによって防止でき

るはずの飲酒運転による交通事故は、依然として後を絶たない状況にあります。

　北海道内においては、一昨年７月１３日、小樽市銭函で飲酒運転により、３人死亡、１人重傷、しかも

ひき逃げという極めて悪質な事件が発生しました。その後、飲酒運転の根絶に向けた様々な取り組みにも

かかわらず、昨年６月６日にも、砂川市の国道で一家４人が死亡、１人重体という悲惨な事故が再び発生し、

道民に大きな衝撃と深い悲しみをもたらしました。更には、「北海道飲酒運転根絶条例」が施行された直後、

本年の１月２日には、室蘭市の国道交差点で、若者３人が死亡するなど、極めて憂慮すべき事態となって

います。

　こうした悲劇を二度と繰り返さないためには、警察による取り締まりと、本人の自覚にのみに任せるの

ではなく、地域社会全体として一人一人の心に、飲酒運転は「しない、させない、許さない」という規範

意識を、住民はもとより社会風土として定着させなければなりません。

　これまで国が進めてきた罰則等の強化のみでは、悲惨な飲酒運転による交通事故の根絶はかなわず、意

識啓発の一層の充実はもちろんのこと、各年代にわたる生涯教育、酒類を提供する飲食店等の協力など総

合的かつ効果的に推進していくことが必要であります。

　よって、泊村議会は、北海道をはじめ各市町村、各関係機関や団体との連携を強化するとともに、泊村

民一丸となって飲酒運転の根絶に取り組むことをここに宣言します。

　以上、決議致します。

　平成２８年３月１５日 北海道古宇郡泊村議会　

意 見 書 の 提 出 ３月定例会において次の意見書等を議決し、地方自治法の規定
により、関係機関へ提出しました。
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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
一
六
〇
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
三
月
の
第
一
回
定
例
会
と
第
一

回
・
第
二
回
臨
時
会
に
つ
い
て
編
集
い
た
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
八
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
も
ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　

城　
　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

弘　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
留
間　

文　

宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

常　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

茂　

樹

編
集
後
記

議

会

日

誌

平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
～

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

１　

月

７
日
・
泊
村
消
防
団
出
初
式

 

（
小
林
委
員
長
・
各
議
員
出
席
）

10
日
・
泊
村
成
人
式

 

（
議
長
・
副
議
長
・
各
議
員
出
席
）

13
日
・
第
六
回
泊
村
Ｕ

－

10
フ
ッ
ト
サ
ル
交

　
　
　

流
大
会
懇
親
会 

（
議
長
）

18
日
・
岩
内
建
設
業
共
同
組
合
・
岩
内
建
設

　
　
　

業
協
会
新
年
交
礼
会

 

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

23
日
・
泊
消
防
団
新
年
幹
部
交
礼
会

 

（
議
長
出
席
）

24
日
・
第
三
地
域
新
年
交
礼
会

　
　

・
茅
沼
地
域
会
新
年
交
礼
会

 

（
議
長
出
席
）

30
日
・
盃
地
域
新
年
交
礼
会

 

（
議
長
出
席
）

31
日
・
堀
株
地
域
新
年
交
礼
会

 

（
議
長
出
席
）

２　

月

４
日
・
第
一
回
臨
時
会　

５
日
・
泊
村
商
工
会
新
年
交
礼
会

 

（
議
長
出
席
）

15
日
・
第
一
回
岩
内
地
方
衛
生
組
合
議
会
臨  

　
　
　

時
会 

（
梅
庭
・
酒
井
議
員
出
席
）

19
日
・
後
志
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

 

（
倶
知
安
町
・
議
長
出
席
）

21
日
～
22
日

　
　

・
第
十
回
「
村
田
の
り
と
し
新
春
の
集

　
　
　

い
」 

（
壮
瞥
町
・
議
長
出
席
）

24
日
～
25
日

　
　

・
後
志
町
村
議
会
議
長
定
期
総
会
・
行

　
　
　

政
懇
親
会 

（
札
幌
市
・
議
長
出
席
）

26
日
・
第
一
回
後
志
広
域
連
合
議
会
定
例
会

 

（
倶
知
安
町
・
議
長
出
席
）

29
日
・
総
務
社
会
常
任
委
員
会

　
　

・
平
成
二
十
八
年
度
予
算
概
要
審
査
に

　
　
　

つ
い
て

３　

月

１
日
・
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
　

・
平
成
二
十
八
年
度
予
算
概
要
審
査
に

　
　
　

つ
い
て

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
第
一
回
定
例
会
会
期
に
つ
い
て

　
　

・
一
般
質
問
の
通
告
に
つ
い
て

　
　

・
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

・
意
見
書
等
の
提
案
に
つ
い
て

４
日
・
南
後
志
・
岩
宇
町
村
議
会
正
副
議
長

　
　
　

会
合
同
研
修
会

 

（
岩
内
町
・
議
長
・
副
議
長
出
席
）

10
日
・
第
一
回
定
例
会

14
日
・
第
一
回
定
例
会
（
再
開
）

15
日
・
予
算
特
別
委
員
会

　
　

・
第
一
回
定
例
会
（
再
開
）

　
　

・
泊
中
学
校
卒
業
式 

（
各
議
員
出
席
）

18
日
・
泊
小
学
校
卒
業
式 

（
各
議
員
出
席
）

29
日
・
第
二
回
臨
時
会

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入
するだけの簡単な手続きです　　

　　　　　　お気軽にどうぞ…
（尚、傍聴人は、傍聴席での飲食又は喫煙は、泊村議会傍聴規則により禁じられております。）


